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「
自
立
し
創
造
的
な

　

  

学
校
づ
く
り
」
に
向
け
て

 ・中学校 2校（北・中ノ郷中学校）で実施
 ・検討委員会の開催
 ・推進委員会の開催（H16年度実施校）

学校2学期制

平
成
十
四
年
度
よ
り
始
ま
っ

た
「
学
校
週
五
日
制
」
と
、
新
し

い
「
学
習
指
導
要
領
」
の
実
施
を

背
景
に
、『
学
校
二
学
期
制
』
は
、

学
校
自
ら
が
今
ま
で
の
教
育
を
見

つ
め
直
し
て
『
自
立
し
創
造
的
な

学
校
づ
く
り
』
を
進
め
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

鳥
取
市
で
は
、
平
成
十
七
年
四

月
か
ら
市
内
小
・
中
学
校
の
二
学

期
制
完
全
実
施
に
向
け
、
検
討
委

員
会
や
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、

よ
り
充
実
し
た
「
学
校
づ
く
り
」

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
か

ら
、
北
中
学
校
と
中
ノ
郷
中
学
校

の
二
校
が
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施

し
、
生
徒
の
教
育
相
談
や
個
別
指

導
時
間
の
拡
大
な
ど
、
工
夫
さ
れ

た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
来
年
度
の
平
成
十
六

年
四
月
か
ら
は
、
市
内
の
全
中
学

校
と
十
八
の
小
学
校
で
「
学
校
二

学
期
制
」
を
実
施
し
ま
す
。
実
施

す
る
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

保
護
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
や

学
校
だ
よ
り
な
ど
で
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
学
校
の
共
通
理
解
を
図

っ
て
い
ま
す
。

特　集

鳥取市では、「まちづくりは人づくり」をキーワードに、
鳥取の将来を担う子どもたちが、学校のさまざまな活動を通
して、健康な体・広く深い知性・豊かな感情・強い意志・た
くましく生きていく力などを身に付ける、子どもたちのため
の教育の実現を目指して学校改革に取り組んでいます。
その一つが、『学校 2学期制』の導入であり、現在平成 17

年度の完全実施に向けて準備を進めています。
今回は、『学校 2学期制』への取り組み状況などについて、

ご紹介します。

こ
の
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
導
入
に
よ
っ
て
生
じ

る
課
題
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に

に
は
、「
自
立
し
創
造
的
な
学
校

づ
く
り
」
に
向
け
て
工
夫
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
も
、
各
学
校
の
実
態
や

特
色
に
配
慮
し
な
が
ら
、
平
成

十
七
年
度
の
完
全
実
施
に
向
け

て
、『
学
校
二
学
期
制
』
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

 ・小学校 18校と全中学校（10校）で実施  

 ・検討委員会の開催
 ・推進委員会の開催

 市内全小中学校で 市内全小中学校で
 学校 2 学期制完全実施

実施する小学校
久松、醇風、遷喬、日進、富桑、稲葉山、賀露、
明徳、倉田、面影、神戸、明治、世紀、湖南、
末恒、米里、岩倉、若葉台（計18校）

『学校 2 学期制』完全実施まで

取り組み状況

 市内全小中学校で
 平成 17年度

取
り
組
み
の
経
過
と
状
況

若葉台小学校の総合学習
『米づくり体験学習』

 平成 15年度

 平成 16年度


